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3. 数学の証明の計篤機冗よる実旅の

ためのプロ グラ ‘‘、 ング

須高 達（ 竃気通信研究所）

§
 

奴学的方法

定埋と， それを証朋す るに充分なだけの定義を与えて， 一定の方針に

促つて証明を 棺成す る とい う名 古屋大学黒田教授の万法による。
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W=<TS> 
(3) 

論理記号と証明の方針

-Wt aA T E b 

W E a rE b 
(4) (6) 

〔1〕 V :（左） V (右）の時（左），（右）を縦に直列的にならべる。

7/¥: 7 〔（左） I¥ （右）〕の時両側の否定をとつて，直列的にな

らべるn

→ ： （左） → (右）の時， （左ぷの否定と（石）を直列的になら

べる n

V : fl X の時 X の代りに自分の糸の中でそれまでに使わなかつた

文字を入れる n

73: 73Xの時， Xの代りに自分の糸の中で，それまでに使われ

なかつた文字を入れ，否定をとる。

〔［〕フ V : 〔（左） V （右）〕の時，両側の否定をとつて横に並列的

にならべる。

7 /¥ : (左） ＾ （右）の時， （左）， （右）を横に並列的に並べる。

¼: (左） →パ右）の時， （左）はそのまま， （右）は否定をと

つて横に並列的に並べる。

7t : 7Vxの時， X の代りに自分の糸の中でそれまでに使った文

字の適当なものを入れる。そして否定をとる。

~~―̀‘̀ツ
3 : 711 と同じにして，否定はとらないn

(IDJ e, ＝，涙．ギ 定義があれば，それを糀明の中に導入し，細け

れば， primitive として， cancelする対を作るかどうかを調べ

るn

証明の任意性

証明を樅成するための分解の順序しま， グループ [1[)に属する定義型の

もの， グループ (I)に属する涯列型のもの，グループ（［〕に属する並列

型のもかの順に分解する必要がある n

(E3) 
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この際に，

(1) 3x, 7 JI x, の X の代りに入れるべき適当な文字の選択を誤れば，

証明は失敗する。

(2) 枝別れを生ずるような論埋記号がいくつか，使い残っている場台

に，次にと‘れをとつて分解するかは，任意であると共に，悪い場合は証

明は失敗する。

証明が失敗するというのは，相殺を生じないで，証明が無限に長くな

ることを意味する。 (3, 7 JI は同じものを何回分解してもよいから）

伍つて，計算．磯に証明を実施させる楊合には，証明の長さを制限して，

その制限の長さを超えれは，上に庄意した (1), (2)についてそれぞれヤ l)

ナオ、ンをする必要がある n

なお，証明の長さの指定は，趾明すべき定理に対して，あまり大きく

すると，時間を非常に浪費する可能性がある。特に定理が成立しない場

合に，一定の長さの範囲で証明が存在しないことを結論するためには，

この事が大きな障害となるであろう。

§ プログラミングの方針

(1) Formulaの表現の仕万
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一時記憶

証明を次に書ぎこむべぎ番地

次に分解すべき formはlaの番地

糸 の長さの current value 

今考えているのは糸の左か右か？

今まで何回並列型が登場したか

何回分解したかn
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1 6. 

1 7. 

1 8. 

1 9. 

20~27. 

3, 7Vが何回登場したか

1 1．の予備

糸の長さの制限値

定義のリストの一番下の番地

文字記I意
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テープ読込と証明の長さのチェック

サプルーチン

並列記憶
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105~110 3, 7 fi記憶

二／二二＿` ~：：-三ー：・『
文
字
の
個
数

3x文

で字

工＇は

に 0.
代
入

し
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文
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の
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111~121 

122~134 

135~255 

定義

定理

証明

注意 100~255:定理に応じて variable 

(4) 

(I) 

サプルーチン

(1〕左右分離ルーチン：論理記号の右側の糸統の語と左側の系統

の語を分離して証明に書き込むn
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〔3)一ヽ 7A,v ：ゃ． A,7・/¥ に応じて否定をとるか又ほとら

なし、n

(II) (4) 句読点作製

01D(5) 何を次に分解するかを判断する Iレーチン

句説点を自分の糸でたと‘つて，定義幽直列型，並列型の先

行順序で禾使用のものを分解するn

(N)（6) 3, 7y  証明への書き込み

(7) 文字調姫

〔8) Subst;it;ut;ion 

(V)〔6) 3, 711 証朋への書き込み

〔9) 文字調整

〔8) Substitution 

ND日OJ cancelする対の検出

〔11) 糸の右側を探して，証朋の完了か，又は右側へ移つて，分

解を続行する n

NJI)(12) 定義導入

〔13) 定義用 Substi tu ti on 

暉）（14) 3, 7llについてのヤリナオシ

〔15) 並列型の分解順序についてのヤリナオツ

§結び

今後の問題

(1) 公理系から出発して， 自然発生的に定理を計算磯に作らせる方針

についてしある程度発展させて，今考えているような方法と結合させ

ること n

む 与えられた定理に対して，それを証明するに充分な定義を計算機

に作らせることほ出来ないであろうか？

(E3) 
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最後に，御指導を頂いた名古屋大学黒田先生，涌研 喜安次長なら

びに MUSASHINO I の保守にあたられた通研電子応用研究室計

算機グル ープの各位に，厚 く謝意を表させてI頁きますn

(E3) 
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